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9月26日開催の評議員会の様子

今後5年間の社協中期経営計画
　　　「第2期 福祉のまちづくり行動計画」が、
　　　　　　　理事会・評議員会で承認されました。
令和５年９月に開催した理事会（19日）及び評議員会（26日）で、本会の今後５年間の社協中期経営
計画にあたる「第２期 福祉のまちづくり行動計画」（計画期間令和5年10月～令和9年度末）が承認さ
れ、各種事業の目標や具体的な取組内容が決まりました。

当日は、第１期福祉のまちづくり行
動計画（H30～R４）の評価表の報告も
行われました。第１期計画期間中には、
地域包括支援センター、障害者地域
活動支援センター、総合相談支援セ
ンター等、様々な新規事業を受託し、
住民の生活課題への対応が可能な組
織体制を整備してきたことなど、30
項目の計画について内部評価を行い、
5年間の実績と成果について報告を
行いました。

続いて、第２期福祉のまちづくり行
動計画（案）については、現在本会で
行っている約60の事業において、各事業がそれぞれの役割・機能をしっかり果たし、着実に成果をあ
げられるよう、第1期行動計画の評価及び課題の精査、現在の社会情勢の変化を加味し、今後５年間
の事業目的、目標、取組内容を明確化するために、P（Plan：計画） D（Do：実行） C（Check：評価） A
（Action：改善）サイクルを取り入れ毎年7月に全職員で、全事業の見直し・改善を行う行動計画とし
ました。

社会福祉協議会の活動は、地域住民、
福祉組織・関係者の協働により、住民が
抱えるあらゆる地域生活課題の解決に
取り組むことが活動原則となっています。
そのため、本計画においても、地域住民
や各種関係者の皆様と協働して取り組む
内容となっております。

計画の実施にあたっては、引き続き皆
様のご協力をよろしくお願いいたします。
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美作市社協は、夏休みの期間に、中・高校生を対象に「夏のボランティア体験事業（通称：夏ボラ）」
を実施しました。

夏ボラは、子どもたちのボランティア活動を始める「きっかけ作り」とボランティア活動の振興を図
ることを目的に、毎年夏休み期間を利用して、市内の福祉施設や地域でボランティア活動を体験する
機会を提供しています。

本年度は、約140名の中・高校生が参加し、市内30か所の高齢者施設や障がい者施設、児童施設
で活動しました。

子どもたちは、多くの人たちや自分とは違った価値観の中でボランティア活動を体験し、今までと
は違った自分を発見することが出来たのではないでしょうか。

夏ボラにご協力いただいた施設・学校・地域の皆様に紙面を通じてお礼申し上げます。

夏のボランティア体験事業2023　  

中学生からのコメント
（障がい者施設）
初めての夏ボラで、どのようなものなのか
と緊張していたけど、優しく親切に教えて
くださってとても助かりました。

（高齢施設）
はじめる前はとても緊張していたが、利用
者の方や職員の方が優しく、話しやすい
方々だったのでやりやすかったです。

高校生からのコメント
（高齢施設）
ボランティアで大切なのは相手が合わせる
のではなく、自分から相手が苦にならない
よう合わせてあげることだと思いました。

（児童施設）
年の離れた子どもたちと上手にコミュニ
ケーションがとれるか不安だったが、言い
回しを意識することで、話を聞いてもらえ
ることができました。

子育てサロン「こっこ」

鎌坂峠つつじ園
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赤い羽根共同募金運動が始まります。
～じぶんの町を良くするしくみ～

令和５年１０月１日（日）～12月31日（日）
4,700，000円 （令和4年度実績額：4,050,449円）

募　 集 　期 　間

令和５年度目標額

10月1日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動が始まりました。赤い羽根共同募金は、私たちの
町の身近な福祉活動や災害時の被災者・被災地の活動支援のための募金として活用されます。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、人と人との接触の機会を減らすことが求められ、コミュ

ニケーションが取りづらい状況下においても、孤立・孤独の問題に取り組む活動が続けられています。
こうした活動を支援し、地域での支え合い、つながり作りの活動が必要不可欠であることから、全国各
地で助成活動が展開されています。

募金運動について

岡山県共同募金会では、赤い羽根共同募金の一部を「災害義援金」として積み立て、大規模災害が
起こった際に災害ボランティア活動支援など被災地を応援するために使われています。平成21年の
美作市を襲った豪雨災害では、美作市社協が設置した災害ボランティアセンターに県共同募金会の
義援金が届けられ、センター立ち上げの経費として有効に活用させていただきました。このように、い
ざという時に私たちを助けてくれる活動にも募金が活かされています。

被災地の活動支援に使われています。

皆様からの募金は、美作市共同募金委員会から岡山県共同募金会に全額送金して、翌年度に募金
額の約半分が美作市社協に配分され、小地域福祉活動・高齢者・障がい者・子育て支援等の福祉事業
や、福祉教育の推進、ボランティア育成等に活用させていただいております。
共同募金は、少しでもじぶんの町を良くしようという思いを具体的な活動や物につなげていく募金
活動です。本年度も募金の目的をご理解いただき、市民の皆様の温かいご協力をお願いします。

共同募金運動にご協力をお願いします。

漢方と健康相談のできる店
当店では、様々なお悩みに漢方薬・栄養補助食品によ
る改善のお手伝いをさせていただきます。諦めていた
症状もご相談ください。
不妊でお悩みの方 痛みでお悩みの方

目でお悩みの方
置 き 薬 配 達

慢性皮膚疾患でお悩みの方

詳しくはHP http://yamamoto-yakkyoku.com

有（ ）山本薬局
美作市栄町183 （林野駅近く）所
8:00～19:00営 日・祝休

☎0868-72-0256

51

至美作 IC

明見トンネル
R179

R179
至湯郷

美作
警察署

至津山
林
野
駅

●★
山本薬局

カット（顔そり・シャンプー） 

ファミリー割引は2名で
300円、3名で500円を
総額から割引いたします。

理美容師急募（中習・技術者）
性 別・年齢不問

（サロンぺぺ  ☎0868-72-9800）

大人 2,650円
（
税
込
）

75歳以上（シルバー割引） 
（
税
込
）2,090円
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令和５年８月２１日（月）から９月８日（金）にかけて美作お助け隊（美作市内の社会福祉法人等連絡協
議会）によるフード＆ライフドライブを実施しましたところ、多くの方々のご協力により、たくさんの食料
品や日用品の寄附をいただくことができました。皆様のご厚意に深く感謝致します。
寄附をお寄せいただいた方々からは、「困った時はお互い様。少しでも困っている人の役に立てたら
嬉しい」との声をいただいています。ご寄附いただきました食料品や日用品は、美作市社協を通じて必
要とされるご家庭や団体等への支援に活用させていただきます。
物価高騰等により、支援を必要とされている世帯も増えています。また、今後も定期的に開催いたし

ますので、皆様のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

仕分け作業を行う職員

◆実施詳細

品　目

合　 計 1,059個 598kg

個　数 総重量（容器重量含まず）

食 料 品

日用 品

675個

384個

567kg

31kg

たくさんのご寄附をありがとうございました。

美作お助け隊

フード＆ライフドライブ
お礼とご報告

もったい
ないをありがとうへ

フード＆ライフドライブとは、いただきものや買いすぎてしまった食料品など、
家庭や企業で余った食料品・日用品を募り、必要としている人に提供する活動です。
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９月２１日（木）かつた市民センターにおいて、美作市社協主催による「ボランティア講演会」を開催し、
市内のボランティアグループやボランティアに関心を寄せる市民約９０名の参加がありました。
本講演会は、コロナ禍により活動自粛がここ数年続き、今年になって新型コロナウイルスが５類感染

症に移行した後も、以前のようなボランティア活動ができていない状況が見受けられる中、改めてボラ
ンティア活動の楽しさを感じ、新たな気持ちで活動に取り組んでいただくために開催しました。
講師にはmottoひょうご事務局長　栗木剛氏をお招きし、「ボランティアを楽しもう！新たな気持ちで

～」と題し、ご講演いただきました。
栗木氏の講演では、新型コロナウイルスの影響でボランティア活動が停滞している状況について、

「活動の見直しの良い機会になった」と、コロナ禍の悪い面だけでなく、良かった面も受け入れ、できる事
を考えることが重要だと話されました。
また、ボランティアは「人のため」ではなく、活動の中で人と関わることで、何かがあった時に気にかけ

てもらえる「自分のため」の掛け捨ての保険のようなものでもあり、ボランティア活動に参加したり、知り
合いをボランティア活動に誘うことを呼びかけました。
コロナ禍でこれまで通りの活動が難しくなった面

もありますが、以前のようにやらないといけない、と
いう気持ちが強くなり過ぎると、できる事を見落とし
てしまう事もあります。栗木氏のお話のように、まず
はできる事を自分のためにやるのだと思う事で、楽し
く気軽にボランティア活動に取り組めるのではない
でしょうか。
講演の途中では参加者同士で話し合う時間もあり、

講演会は大盛会のうちに幕を閉じました。

ボランティア講演会を開催
ボランティアを楽しもう！ ～新たな気持ちで～

子育て用品・車椅子の貸出について
　美作市社協は、子育て用品と車椅子の貸出（有料）事業を行っており
ます。子育て用品は、チャイルドシート、ベビーカー、ベビーベッドです。
詳しくは、最寄りの社協各地域ステーションにお問い合わせください。

美作市内に居住されている方で、在宅障害者
及び在宅で療養されている方。介護保険給付
による用具の利用ができる方は対象になりま
せんが、貨与期間が1ヶ月以内であればご利
用いただけます。（無料）

品　　名 利用料
（月額）

備　　考

車椅子

チャイルドシート（0～4歳）

ベビーカー（1ヶ月～3歳） 

ベビーベッド（新生児～24ヶ月）

500円

 1,000円

1,000円

1,000円

貸出期間
1ヶ月
以内は
無料

車椅子

子育て用品

【利用できる方】 【利用料と貸出期間】

美作市内に在住されている子育て中の方

お 知 ら せ
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勝田中学校で
　  障害理解を深める福祉教育を開催しました。
　　　　　　　　  ～誰もが暮らしやすい地域に～
８月２２日（火）、かつた市民センターで勝田中学校の生徒を対象に、視覚障害者への理解を深める福
祉教育を行いました。
当日は、視覚障害のある当事者 赤堀和生氏の講話と障害理解を広めるために本年度結成されたボ

ランティアグループ「美作えがお　広め隊」の皆さんの協力をいただき、パネルを使った福祉マークの
説明や、盲導犬や点字ブロックのクイズ、アイマスク体験を行いました。
アイマスク体験では、２人１組で校内を周り、ガイドヘルプとしての誘導も工夫して声掛けを行いまし
た。人は五感から様々な情報を得ていますが、特に
視覚は全体の約8割を占めています。そんな大切な
目の役割を一時的に遮ることで、普段は感じ取れな
い感覚や学びがあったと思います。
赤堀和生氏からは、自分の分身のように生活して

いる盲導犬との生活についてお話しいただき、生徒
たちは、なかなか身近に感じることのできない生活
に自分たちがこれからできることを考えていました。
生徒からは、「視覚に障害があっても悲しいことや
苦しいことだけではなく新しい発見や楽しいことが
たくさんあることがわかった。」「視覚に障害があっ
てもなくても困っている人がいたら声をかけたい。」
「地域の人と良い関係を築き、お互いに意見や考え
を出し合うことでより良い地域になると思う」などの
感想が寄せられ、誰もが暮らしやすい地域を作るた
めにはどうしたらよいか考える機会となりました。
美作市社協は、従来の白杖・車椅子・高齢者体験

キットなどを使用した受動的な内容になっていた福
祉教育を見直しし、体験を通じて自分たちで問題解
決のために何をすればいいのかを考え、企画するよ
うなアクティブラーニングや、体験を通じて得た知
識を地域に出向いて社会貢献活動等を行うサービ
スラーニングの手法を取り入れた福祉教育を進め
ています。
福祉教育を小中高校とともに推進していくにあた

り、プログラムの提案や相談、福祉用具等の貸出を
おこなっていますので、お気軽に美作市社協ボラン
ティアセンター（電話72-3677）まで、お問い合わせ
ください。
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赤堀さんと盲導犬フィガロ

初めまして！美作えがお　広め隊です！

福祉マークの説明



「介護者のつどい」は、在宅などで介護をしている方を対象に、介護に役立つ知識を身につけたり、
抱えている悩みなどを相談しあえる場です。ご希望の方は送迎も対応致します。

介護者のつどい 開催のお知らせ

勝田地域 大原・東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域
日時

時間

場所

12月13日（水）
10：00～11：30
やまゆり苑
75-3601

日時

時間

場所

12月22日（金）
10：00～11：30
大原保健センター
78-0509

日時

時間

場所

12月14日（木）
13：30～15：30
世代交流
多目的ホール
73-0330

日時

時間

場所

12月26日（火）
10：00～11：30
作東長寿センター
75-3780

日時

時間

場所

12月15日（金）
9：30～11：30
英田保健センター
74-2488TEL TEL TELTEL

TEL

★ 家族の介護に疲れてしまった 　　　
★ 介護保険のことが知りたい
★ 贅沢していないのに毎月の生活費が足りない  

★ 何にいくら使っているのかわからない
★ 子どもの進学っていくら位かかるの？
★ 収入に比べて、返済が多い

～家計・介護相談会～ 一人で悩んでいませんか？相談無料
秘密厳守

相談員が丁寧に、「家計」や「介護」のことなど、一人ひとりの悩み
に応じた解決策を一緒に考え、お手伝いをします。
来所できない方については、直接出向いて相談をお伺いします。
一人で悩まずに、まずはご相談ください。

11月10日（金）・12月11日（月）  13時～16時 ※要予約
開催日以外での相談も受付けています

美作市総合相談支援センター
美作市社協各地域ステーション　（連絡先等は11ページに記載）

対 象 者

開催日時

場　　所

美作市内に在住で家計や介護に関する悩みのある方
（家計相談は、生活保護を受給している方は対象外です）

美作市総合相談支援センターからのお知らせ

☆優秀な人材募集中☆

システムエンジニア
を随時募集しています

■コンピュータシステムの設計、開発及び販売
■ネットワークの設計、構築
■インターネット接続サービス業（RELNET）
■CATV 運営
■M&A 事業

株式会社RELATION（リレーション）
本社　岡山県津山市東一宮46-10
TEL.0868-27-7744
http://www.rel-ltd.com/
recruit@rel-ltd.com

引越し 家具の移動
事務所移転
県外運送可

引越し

合同会社タムラ
☎0868-72-1525

〒707-0003　岡山県美作市明見801-1
お気軽に
お問い合わせください

◉引  越  し
　◉買物代行
　　◉配　　達

軽貨物運送業承ります

学生・単身・一般
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当
て
、そ
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

ボランティアさん インタビュー

グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

み
ま
さ
か
朗
読
の
会
は
、

小
学
校
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、子
育
て
サ
ロ
ン
で
の
読
み
聞
か
せ
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。美
作
第
一
小
学

校
で
は「
朝
読
」と
し
て
、隔
週
の
水
曜
日
に

朝
の
会
で
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
市
の
芸
能
発
表

会
や
地
域
の
文
化
祭
な
ど
に
も
参
加
し
、各

地
域
の
文
化
活
動
へ
の
参
加
や
協
力
を
し

て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の
発
足
の
き
っ
か
け
は
何

で
す
か
？

平
成
12
年
度
に
社
協
主
催
の
朗
読
講
座

が
開
か
れ
、受
講
後
に
有
志
で
会
を
立
ち
上

げ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。今
年
で
23
年

に
な
り
ま
す
。

活
動
す
る
う
え
で
気
を
付
け
て
い

る
事
は
あ
り
ま
す
か
？

子
ど
も
た
ち
に
は
笑
顔
で
明
る
く
読

み
聞
か
せ
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。自
分
の
中
に
作
品
を
取
り
込

め
る
よ
う
に
、お
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

出
し
合
い
、練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。そ

し
て
自
分
た
ち
が
健
康
で
元
気
で
い
ら

れ
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

活
動
を
続
け
る
な
か
で
工
夫
し
て

い
る
事
は
何
で
す
か
？

子
ど
も
た
ち
に
は
ど
ん
な
本
が
良
い

の
か
、皆
で
意
見
を
言
い
合
っ
て
い
ま
す
。

練
習
を
か
ね
て
、新
聞
や
雑
誌
な
ど
で

興
味
の
あ
る
記
事
は
声
を
出
し
て
読
む

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、い
ろ
い
ろ
な
事

に
関
心
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
の

は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
聞
い
て
く

れ
て
、「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
あ
り
が
と

う
」と
言
わ
れ
る
と
私
達
も
元
気
が
も

ら
え
、有
難
い
な
あ
と
感
じ
ま
す
。ま
た

み
ん
な
で
練
習
を
し
て
舞
台
で
発
表
す

輝くボランティア

練習を重ねた朗読を披露

会員募集中
家事援助など

草刈り 剪定

障子の張替え

草取り

公益社団法人  

本　　　所　美作市北原
英 田 支 所　美作市尾谷2288  1

315東 部 支 所　美作市赤田     ☎
☎
☎

シルバー人材センターで
健康・生きがいをつかもう

60超えてもまだまだ元気・
再度社会に貢献しよう!

まずはお電話で
ご相談ください。

美作市シルバー人材センター

有限会社 サダモリ
（ ）

事務機器・複写機・印刷機器
保育用品・事務用品・スチール家具

〒707-0023　岡山県美作市平福373
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リ
ー
チ
！一
発
！
　

　
　 

社
会
復
帰
！
？

人
お
こ
し
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
は

今
、麻
雀
が
大
ブ
ー
ム
。夕
食
後

の
リ
ビ
ン
グ
か
ら
は「
リ
ー

チ
！
」「
う
〜
ん
、安
牌（
ア
ン
パ

イ
）に
し
と
こ
」な
ん
て
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

不
健
全
！
っ
て
思
い
ま
す

か
？
確
か
に「
そ
ん
な
こ
と
の
た

め
に
入
居
料
払
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な

い
！
」と
思
わ
れ
る
親
御
さ
ん
も

お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

で
も
麻
雀
中
の
彼
ら
、と
っ
て

も
生
き
生
き
し
て
い
て
楽
し
そ

う
。「

ど
う
し
て
も
働
け
な
い
」

「
夜
、部
屋
に
い
る
と
不
安
に
押

し
つ
ぶ
さ
れ
る
」「
も
う
死
ん
だ

ほ
う
が
ま
し
」

生
き
づ
ら
い
彼
ら
が
必
死
で

も
が
く
姿
を
い
つ
も
見
て
い
る

私
に
と
っ
て
、無
邪
気
に
麻
雀
に

興
じ
る
彼
ら
を
見
ら
れ
る
の

は
、ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
な
ひ

と
と
き
で
す
。

と
は
い
え
麻
雀
な
ど
は「
遊

び
」で
す
か
ら
、先
に
繋
が
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
う
、現

代
社
会
で
は
、「
今
こ
の
瞬
間
を

楽
し
む
」こ
と
の
価
値
は
低
く
、

「
将
来
に
つ
な
が
る
」「
目
標
を

持
っ
た
」行
為
が
高
く
見
積
も
ら

れ
る
の
が
通
例
で
す
。

で
も
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う

か
。も
し「
今
を
楽
し
む
」こ
と
に

価
値
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、人
間

は
な
ぜ
そ
の
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
る
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。例
え
ば
、子
ど
も
を

何
人
か
野
に
放
て
ば
、お
そ
ら
く

朝
か
ら
晩
ま
で
遊
び
続
け
る
で

し
ょ
う
。そ
れ
は
人
間
本
来
の
欲

求
で
、子
ど
も
に
と
っ
て
必
要
だ

か
ら
こ
そ
、そ
の
よ
う
に
遺
伝
子

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
現
代
社
会
で
は
、そ

う
い
っ
た「
今
を
楽
し
む
」行
為

は
、「
無
駄
」と
断
罪
さ
れ
、机
に

向
か
う
こ
と
、授
業
を
だ
ま
っ
て

聞
く
こ
と
、が「
将
来
に
繋
が
る
」

と
評
価
さ
れ
る
の
で
す
。こ
れ
は

遺
伝
子
の
欲
求
と
は
正
反
対
で

す
。今
、こ
の
瞬
間
、を
思
い
っ
き

り
楽
し
む
こ
と
を
許
さ
れ
ず
に

育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、大
人
に

な
っ
て
か
ら
、こ
の
世
界
に
生
き

る
こ
と
を
楽
し
め
る
で
し
ょ
う

か
。下

記
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
、そ

の
答
え
を
私
た
ち
に
つ
き
つ
け
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
か
ら
と
い
っ
て「
小
学
校
で

麻
雀
を
教
え
よ
う
！
」と
は
言
い

ま
せ
ん
が・・せ
め
て
私
は
、若
者

た
ち
が「
今
を
楽
し
む
」時
間
を

大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
て
、、

「
ロ
ン
！
白（
ハ
ク
）の
み・・」

今
宵
も
大
人
の
世
界
の
厳
し

さ
を
、彼
ら
に
教
え
て
あ
げ
る
の

で
す
。笑

「ひきこもり」支援の現場から
 の   と  ひろつぐ

NPO法人山村エンタープライズ　代表理事　能登大次

寄稿コラム
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表
紙
の
写
真

右
　
手

右
　
手

立
　
石

後
　
山

中
　
谷

東
青
野

野
　
原

長
　
内

岩
見
田

入
　
田

三
倉
田

朽
　
木

楢
原
上

小
阪
　
初
子
様

（
亡
　
清
　
人
）

右
手
　
　
忍
様

（
亡
　
す
み
よ
）

有
岡
　
忠
彦
様

（
亡
　
志
満
子
）

野
内
　
　
博
様

（
亡
　
數
　
枝
）

竹
内
　
邦
雄
様

（
亡
　
平
田
　
智
登
世
）

福
田
　
健
司
様

（
亡
　
眞
　
澄
）

小
松
　
道
郎
様

（
亡
　
由
香
利
）

安
東
　
　
強
様

（
亡
　
豊
　
子
）

土
井
　
美
穂
様

土
井
　
啓
明
様

（
亡
　
浩
　
史
）

川
野
　
三
枝
子
様

（
亡
　
久
　
男
）

響
尾
　
真
理
様

（
亡
　
保
　
彦
）

中
川
　
美
代
子
様

（
亡
　
正
　
彦
）

阪
本
　
圭
司
様

（
亡
　
昭
　
夫
）

巨
　
勢

海
　
田

粟
井
中

大
内
谷

　
原

土
　
居

万
　
善

国
　
貞

福
　
本

尾
　
谷

津
山
市

津
山
市

岡
山
市

岡
山
市

大
阪
府

香
典
返
し

一
般
寄
附

谷
本
　
武
良
様

（
亡
　
敏
　
枝
）

赤
堀
　
五
月
様

（
亡
　
節
　
子
）

安
東
　
厚
生
様

（
亡
　
喜
恵
子
）

藤
岡
　
次
雄
様

（
亡
　
年
　
子
）

片
山
　
寿
美
様

（
亡
　
勝
　
吾
）

末
元
　
一
郎
様

（
亡
　
ア
ヤ
コ
）

山
本
　
重
行
様

（
亡
　
千
代
子
）

河
原
　
ま
す
枝
様

（
亡
　
　
豊
　
）

下
山
　
昭
弘
様

（
亡
　
浩
　
範
）

清
水
　
康
宏
様

（
亡
　
や
ゑ
子
）

小
林
　
　
泰
様

（
亡
　
昌
　
二
）

竹
内
　
秀
樹
様

（
亡
　
　
操
　
）

下
山
　
義
明
様

（
亡
　
　
薫
　
）

門
田
　
敏
恵
様

（
亡
　
竹
下
　
緑
）

戸
坂
　
克
己
様

（
亡
　
喜
　
美
）

豆
　
田

豆
　
田
株
式
会
社
レ
イ
テ
ッ
ク
様

株
式
会
社
レ
イ
テ
ッ
ク
様

子
ど
も
応
援
夢
基
金

姫
路
市
み
ん
な
で
つ
な
が
ろ
う
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ
Ａ
実
行
委
員
会
様

見
舞
返
し

後
　
山

後
　
山

野
内
　
　
博
様

野
内
　
立
子
様

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
5
年
7
月
21
日
か
ら

令
和
5
年
9
月
20
日 

受
付
分
　

物
品
寄
附（
お
む
す
び
事
業
）

真
　
殿

梶
　
並

楢
原
下

楢
原
下

田
　
殿

白
　
水

下
　
山

和
田
　
勝
博
様

か
ず
さ
や
と
ー
べ
ー
様

角
　
　
愼
作
様

角
　
　
愼
作
様

小
谷
　
勝
徳
様

春
名
　
祥
孝
様

渡
邊
　
和
子
様

物
品
寄
附

位
　
田

尾
　
谷

石
川
県

な
の
は
な
ク
ラ
ブ
様

山
本
　
和
枝
様

妹
尾
　
隆
科
様

安
東
　
　
實
様

社会福祉法人 美作市社会福祉協議会編集・発行

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくる活動です。

〒709-4234 美作市江見280　TEL（0868）75-2622　FAX（0868）75-7081

〒707-0412 美作市古町1850-1
TEL（0868）78-0509 / FAX（0868）78-3230

大原・東粟倉
地域ステーション

〒709-4234 美作市江見280
TEL（0868）75-3780 / FAX（0868）75-7081

作東地域
ステーション

〒707-0014 美作市北山401
TEL（0868）72-3677 / FAX（0868）72-3969

美作地域
ステーション

〒707-0113 美作市真加部1616
TEL（0868）75-3601 / FAX（0868）75-3602

勝田地域
ステーション

〒707-0014 美作市北山390-2     
TEL（0868）73-0330 / FAX（0868）72-7702

総合相談
支援センター

〒701-2604 美作市福本810-2
TEL（0868）74-2488 / FAX（0868）74-3232

英田地域
ステーション

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

湯
郷
地
区
社
協（
会
長
：
黒
住

明
美
）は
、毎
年
、美
作
第
一
小
学

校
の
児
童
２
年
生
・
５
年
生
と
、

田
植
え
、稲
刈
り
、餅
つ
き
等
を

通
じ
た
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。９

月
27
日（
水
）の
取
材
当
日

は
、２
年
生
41
名
、５
年
生
32

名
、総
勢
73
名
の
児
童
が
稲
刈
り

を
体
験
し
ま
し
た
。児
童
か
ら
は

「
大
変
さ
が
よ
く
わ
か
っ
た
」と
い

う
声
が
聞
か
れ
、お
米
の
大
切
さ

を
実
感
で
き
る
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
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